
開催地区 開   催   日   時 開  催  場  所 担当班

高　 屋 ８月１８日（木）１９：３０～２１：００ 高屋公民館 第３班

稲　 倉 ８月１９日（金）１９：３０～２１：００ 稲倉公民館 第１班

出　 部 ８月１９日（金）１９：００～２０：３０ 出部公民館 第２班

美　 星 ８月２０日（土）１９：００～２０：３０ 美星公民館 第１班

青　 野 ８月２０日（土）１９：３０～２１：００
青野農村環境
改善センター

第２班

野　 上 ８月２１日（日）１９：３０～２１：００ 野上公民館 第１班

木之子 ８月２１日（日）１９：００～２０：３０ 木之子公民館 第２班

県　 主 ８月２１日（日）１９：３０～２１：００ 県主公民館 第３班

大 　江 ８月２１日（日）１９：００～２０：３０ 大江公民館 第４班

荏 　原 ８月２３日（火）１９：３０～２１：００ 荏原公民館 第４班

井 　原 ８月２４日（水）１９：００～２０：３０ 井原公民館 第１班

西江原 ８月２４日（水）１９：３０～２１：００ 西江原公民館 第３班

芳 　井 ８月２４日（水）１９：３０～２１：００
芳井生涯学習
センター

第４班

井原市議会「市民の声を聴く会」の日程一覧表

１班 ２班 ３班 ４班

 ◎乗藤　俊紀  ◎川上　武徳  ◎藤原　清和  ◎井口　　勇

 ○坊野　公治  ○藤原　浩司  ○森下　金三  ○森本　典夫

 大鳴　二郎  三輪　順治  上野　安是  簀戸　利昭

 水野　忠範  河合　建志  馬越　宏芳  西田　久志

 鳥越孝太郎  高田　正弘  宮地　俊則  佐藤　　豊

 川上　　泉  藤原　正己

班　員

　●班体制                                                                ◎＝班長、○＝副班長

日本共産党森本ふみお後援会事務所

井原市木之子町２７２１－２３

TEL62-6061 FAX62-6081

周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。

森本ふみお

後 援 会 ニ ュ ー ス Ｎｏ９９

２０１１年
７月２８日

井原市議会が計画し、地元の方々と相談して決めていた「市民の声を聴く会」の
開催日時と場所が次のように決まりましたのでお知らせいたします。

それぞれの地区で参加の形態が異なりますが、一人でも多くの方がご参加くださ
いまして、みなさまの生の声をお聞かせください。



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ９９ ２０１１(平成２３)年７月２８日

この「後援会ニュース」は森本ふみお議員の
ブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます。

日本共産党はこう考えます
しんぶん赤旗
「主張」より

女子サッカー世界一

ひたむきで歴史刻んだ快挙
久しぶりの明るい話題に日本中がわきたちました。

ドイツで開かれていたサッカー女子のワールドカップ（Ｗ杯）で日本代表が初優勝を飾りました。
世界の強豪が集った大舞台でのびのびと力を発揮。決勝トーナメントではドイツ、米国の「２強」を
破り、サッカーでは男女、年齢別の大会を通しても初となる世界一のタイトルを手にしました。

諦めずに夢かなえた

日本のスポーツ史をぬりかえる快挙もさることながら、そのひたむきなプレーぶりも感動を呼びま
した。とくに、過去２４回対戦して一度も勝ったことのない米国との決勝戦では、彼女たちの真骨頂
をみせました。２度のリードを許す苦しい展開から粘って追いつき、最後はＰＫ戦でゴールキーパー
の海（かい）堀（ほり）あゆみ選手が好セーブを連発して勝利をもぎ取りました。

速いパスワーク、機敏な動き、高い集中力、そして抜群のチームワーク。体格やスピードにまさる
相手に、自分たちが磨いてきた持ち味を存分に生かしてたたかいました。なによりも、不屈な心と、
フェアプレー賞を贈られた姿勢は世界から称賛を受けました。

大震災の後、日本が重苦しさに包まれるなか、恵まれない環境のもとで諦めずに努力をつみ重ねて
夢をかなえた彼女たちの活躍は、被災地をはじめ、多くの国民を励まし、勇気づけました。

しかし日本の女子サッカーの状況をみると、いまも厳しい。国内リーグのトップ選手でさえ、ほと
んどが働きながら練習しています。不況の影響で休・廃部になるチームも後を絶たず、最近も代表選
手を輩出してきた強豪チームが休部に追い込まれています。練習環境も貧しく、グラウンドを求めて
転々とするチームや宿泊費を削るために試合の当日に移動する場合もあります。

バブル経済の崩壊から日本が２０００年シドニー五輪の出場権を逃した時期は、
各クラブの運営企業が相次いで撤退し、存亡の危機にさらされました。いまだに
国内リーグへの関心は薄く、観客は数百人程度しか集まりません。

１９日の代表帰国記者会見で、主将の沢（さわ）穂希（ほまれ）選手が喜びを
口にする一方で「さらに結果を出し続けないといけない」と語り、宮間あや選手
も「これからも女子サッカーの発展のためにがんばっていきたい」と話したのも、
一度は火が消えかけた女子サッカーの苦難の道のりを分かっているからです。

日本女子代表が初めて編成されてからちょうど３０年。そのすそ野が広がり始めたのは、１９８９
年の国内リーグ誕生以降です。いまでは女子の登録選手、チーム数は３０年前の約１１倍に増えまし
た（日本サッカー協会調べ）。関係者の尽力で強化もすすみ、２００４年アテネ五輪でベスト８、そ
して北京五輪ではベスト４まで勝ち上がりました。海外でもまれる選手も増え、国際サッカー連盟の
世界ランキングも４位まで上がっています。しかし、本格的な環境整備と強化はこれからの課題です。

女子スポーツ発展にも

代表チームで苦楽をともにしてきた佐々木則夫監督は「大きな歴史を刻んだ」と語りました。今回
の女子サッカー代表の活躍は、自分たちの環境の改善にとどまらず、日本の女子スポーツの発展にも
大いに貢献するでしょう。


